











Author argues following points: 
1) Vulnerability of Japanese automobile parts supply network has revealed by 
severe natural disasters (ex. Higashi-Nihon Earthquake, Flood in Thailand) 
2) To keep parts supply network working, network should secure redundancy 
of the system. 
3) The network which assures the redundancy should be built in the globally 
emerging market,not in Japan. 
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3 「 新ネットワーク思考～世界の仕組みを読み解く～」アルバートーラズロ・バラバシ著 青木 薫訳 
ＮＨＫ出版 ２００２年刊 pp169-171 




























                                                          







































                                                          




































                                                          











を 10%強削減し 310 万台へ、日産は 2012 年から主力工場の一つ追浜工場の生 産ラインを 2
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8 出典：一般社団法人日本自動車部品工業会、２０１２年「海外事業概要報告書」より筆者作成  






６－２ 新規ネットワーク展開国・地域とネットワークの特色  
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出典：米国商務省統計局資料。 
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出典：米国商務省統計局資料。 
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出典：米国商務省統計局資料。 
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出典：米国商務省統計局資料。 
 
自動車部品産業のネットワーク形成がある程度成熟した、あるいは現在進行中の地域につい
て、将来的なマーケットの伸びを示す指標として年齢別人口構成比（図６～９）を見ると以下
のような観察結果が得られる。 
１）若年層が多くきれいな釣り鐘型を描くＡＳＥＡＮ諸国は若年労働力に期待した輸出ドライ
ブ型の事業運営が行われている。 
２）安定したシリンダー型を呈するアメリカでは、その安定的なマーケット故にその安定した、
しかしマスとしては大きな内需に期待した事業運営が行われている。 
３）年齢別人口構造はスピンドル型をしている中国は、今後急速に人口減少が始まると見られ、
日本と同様の高齢社会の急速な到来という構造要因を抱えている。しかしながら、マーケット
として評価する際は、人口の母数が大きいこと、所得の成長によって可処分所得が高くなる層
が今後とも増加すると見込まれる。このため年齢別人口分布を所得で補正して自動車需要を想
定する必要がある。本研究では、統計的な制約もあって上述の作業は実施していない。中国の
自動車需要予測については自動車需要が人口カーブとパラレルに急速な落ち込みを示すと予測
する向きは寡聞にして承知していない。 
 
７ 設備投資と冗長性の維持 
 
以上のように見ると、我が国自動車部品メーカーの立地投資は、 
１）「縮小均衡」局面に入りつつある国内にあっては、近代化改修乃至合理化投資が必要である
が、能力増強投資の可能性は限りなく低い。 
２）新規能力増のバックグラウンドになる自動車組み立て産業の投資はマーケットの拡張余地
がある国外で行われる。 
この状況下で部品メーカーの設備増強投資は 
① 顧客である自動車組み立て産業自身の立地国乃至周辺商圏国で需要に最も早く反応で
きる体制を取る。 
②顧客からの求めに対する反応時間を短縮するために、顧客のＲ＆Ｄ活動まで取り込める、
自らのＲ＆Ｄ部門の移出を視野に入れ体制作りを企図する。 
③ 顧客を日系メーカーに限定した事業計画では採算性のある計画が立てられない場合も
想定され、進出先の近傍に存在する非日系の顧客等の新規顧客開拓を念頭に置いた体制を
取る。 
といった状況に答えられる新たな成長の出発点としての設備投資が必要になる。 
 ネットワーク内の冗長性を保持するためにはミラーノードが必要に成ることについては既に
述べた。 
３）このミラーノードを構成するに当たっての条件を見てみると、「有事にのみ機能するセンタ
ー」として保持していくだけの財務的な余裕は少なくとも自動車部品産業にはない。殊に生産
対象に用いられる技術、あるいは生産過程に用いられる技術体系が進化し続ける現況では、隔
絶され陳腐化された技術体系を保持するのみのノードをミラーノードとして想定することは合
理性を欠く。むしろ冗長性を保つためのノードは生産システム内で成長するインセンティブを
持つものとして生産システムに活着されたものである必要がある。 
 
まとめ 
 
 このようなノードは生産阻害の原因となるイベントの発生から、完全復旧までの時間の中で
リービッヒの最少則の原因とならないよう相互に競争が出来る能力を持って居ることが肝要で
ある。換言すれば短期間にミラーとしての役割を果たし得るように業務形態が変更できる柔軟
性を保持しているノードを自動車組み立て産業からのストレスの比較的弱い、マーケット及び
ネットワークの成長からの利益の配分にあずかれるポジションに意図的に埋め込むことによっ
て初めて冗長性を維持することが可能となる。 
以上を考え合わせるなら、今後自動車部品生産システムのレジリアンシーを獲得するため、
ネットワーク内に冗長性を維持する為には、北・中南米地域、アセアンの２地域の成長力を取
り込みながらミラーノードを維持するという手法に合理性が見いだせる。 
 
 
 
